
Ｄ
✕
・
デ
ザ
イ
ン
思
考 

研
修
の
特
徴 

 

主催：公益財団法人さいたま市産業創造財団 

協力：埼玉県産業技術総合センター 公益社団法人埼玉デザイン協議会 

① 

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
使
っ
て 

徹
底
的
に
顧
客
視
点
に
立
ち 

顧
客
の
課
題
解
決 

に
繋
が
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
目
指
し
ま
す 

② 

デ
ザ
イ
ン
思
考
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し 

体
系
的
で
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
す 

③ 

Ｄ
✕
と
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
組
み
合
わ
せ
革
新
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
創
出
し
ま
す 

④ 

基
礎
コ
ー
ス
の
終
了
後
は
自
社
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
実
践
コ
ー
ス 

 

も
ご
用
意
し
て
い
ま
す

後援：さいたま市 

【 

基
礎
コ
ー
ス 
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

全
６
回 

】 

多彩なアプローチでせまるセミナー 

レゴを使ったワークショップ 

アイディアを出して参加するセミナー 

。 

。 

。 

。 

、 

、 

、 

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
し 

新
た
な
成
長
曲
線
を
描
く



レ
ギ
ュ
ラ
ー
講
師 

狩
野
英
司 

 

Ｅ
ｉ
ｊ
ｉ 

Ｋ
ａ
ｎ
ｏ
ｕ 

（
一
般
社
団
法
人
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
所 

主
席
研
究
員
）  

 

中
央
官
庁
、
大
手
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
大
手
メ
ー
カ
ー
勤
務
を 

経
て
現
職
。 

デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
研
究
、
政

府
・
自
治
体
・
企
業
等
の
シ
ス
テ
ム
構
築
や
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
業
務
改
革
）

に
、
ユ
ー
ザ
ー
／
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
両
方
の
立
場
で
携
わ
る
。 

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
し
て
、
専
門
誌
へ
の
連
載
（「
月 

刊
Ｊ―

Ｌ
Ｉ
Ｓ
」
「
地
方
自
治
職
員
研
修
」
な
ど
）
は
じ
め
記
事
の 

寄
稿
多
数
。
こ
れ
ま
で
数
千
人
の
自
治
体
職
員
に
セ
ミ
ナ
ー 

や
研
修
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
講
義
を
提
供
。  

 

東
京
都
立
大
学
法
学
部
卒
業
。
筑
波
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス 

科
学
研
究
科
経
営
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
修
了
。
同
科 

博
士
後
期
課
程
修
了
、
博
士(

シ
ス
テ
ム
ズ･

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
） 

セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
（
各
回
１
５
時
～
１
８
時
） 

申
し
込
み
方
法 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
申
し
込
み
６
月
２
４
日
締
め
切
り) 

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

※
申
込
前
に
左
記
の
点
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
デ
ザ
イ
ン
思
考
研
修
の
効
果
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に 

１
社
１
～
２
名
の
範
囲
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

●
本
件
研
修
で
は
他
社
の
新
規
事
業
等
の
情
報
を
得
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
守
秘
義
務
を
守
っ
て
頂
き
ま
す
。 

 

●
基
礎
コ
ー
ス
終
了
後
に
、
実
際
に
自
社
の
課
題
に
取
り
組

め
る
実
践
コ
ー
ス
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

●
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
ご
期
待
に
添

え
な
い
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

●
モ
ノ
づ
く
り
か
ら
コ
ト
づ
く
り
へ
、
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
開
発
を
目
指
す
方 

●
現
状
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
延
長
に
高
い
成
長
性
が

見
込
め
な
い
方 

●
儲
か
ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
る
方 

  

●
自
社
顧
客
の
課
題
解
決
を
テ
ー
マ
に
サ
ー
ビ

ス
設
計
を
体
験
で
き
る
リ
ア
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
す
。
本
研
修
で
は
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ

に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
段
階
的
な
ア
プ
ロ

―

チ
に
よ
り
ア
イ
デ
ィ
ア
を
カ
タ
チ
に
す
る

方
法
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

参
加
対
象 

増
田
睦
子 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｋ
ｏ 

Ｍ
ａ
ｓ
ｕ
ｄ
ａ 

（
一
般
社
団
法
人
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
所 

主
任
研
究
員
・
デ
ジ
タ
ル
庁
）  

 

大
学
卒
業
後
、
外
資
系
出
版
社
、
大
手
外
資
コ
ン
グ
ロ
マ
リ

ッ
ト
、
医
学
系
学
術
学
会
広
報
職
を
経
て
現
職
。 

S
cru

m in
c.

認
定
ス
ク
ラ
ム
マ
ス
タ
ー
、
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｏ 

Ｓ
ｅ
ｒ

ｉ
ｏ
ｕ
ｓ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
（
ｒ
）
認
定
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院,
東
京
大
学
社
会
構
想
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
先
導
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
（GS

DM

）
等
の
教
育
機
関
で
の
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
授
業
を
開
催
。
主
な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
大
手
飲
料
メ
ー

カ
ー
や
国
内
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
を
抱
え
る
。
オ
ー
ド

リ
ー
・
タ
ン
氏
を
始
め
と
す
る
世
界
の
デ
ジ
タ
ル
リ
ー
ダ
ー

と
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
、
各
国
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
動
向
を
調
査
し
発
信
し
て

７
月 

８
日
（
金
）
第
１
回
：
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ザ
イ
ン
思
考 

７
月
１
５
日
（
金
）
第
２
回
：
デ
ザ
イ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
①
ユ
ー
ザ
ー
の
課
題
を
み
つ
け
る 

７
月
２
２
日
（
金
）
第
３
回
：
デ
ザ
イ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
②
ユ
ー
ザ
ー
を
観
察
す
る 

７
月
２
９
日
（
金
）
第
４
回
：
デ
ザ
イ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
➂
実
験
す
る 

８
月 

５
日
（
金
）
第
５
回
：
デ
ザ
イ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
④
振
り
返
り
と
再
考 

８
月
１
２
日
（
金
）
第
６
回
：
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

※
実
践
コ
ー
ス
は
９
月
末
よ
り
全
８
回
で
予
定 

参
加
対
象
：
さ
い
た
ま
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
企
業
の
経
営
者
お
よ
び 

役
員
、
経
営
幹
部
の
方
な
ど(

募
集
人
数
１
５
名
を
予
定) 

費 
 

用
：
１
名
参
加 

１
万
円 

２
名 

１
万
５
千
円 

研
修
日
数
：
６
日
間 

研
修
場
所
：
ま
る
ま
る
ひ
が
し
に
ほ
ん  (

Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
東
口
徒
歩
１
分
） 

 
 
 
 
 

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
と
な
る
場
合 

 
 
 
 
 
 

が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

い
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

公
益
財
団
法
人
さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団 

事
業
企
画
課 

丸
山 

・ 

井
上 

d
x@sozo-saitama.or.jp 

地
図
：
ま
る
ま
る
ひ
が
し
に
ほ
ん 

 

研
修
内
容 


